
生 存 圏 研 究 第10号p.482014年

3)ヒ トと 動 物 に 対 す る リ グ ニ ン の 生 理 機 能 の 解 明 と 利 用
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2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン

バイオマスの生理活性、 リグニ ン、食品機能、未利用芳香族資源、 シロア リ、木材保存、

圏問共同研究

ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

ミッシ ョン2:太 陽エネル ギー変換 ・利用

ミッシ ョン4:循 環型資源 ・材料 開発

3.研 究概要

リグニ ンは地球上のバイオマスの2～3割 を占めるにも関わ らず、かつてはパルプ化 、酵 素

糖化、 あるいは飼料消化 にお ける阻害的成分 として、負 の印象を以 て語 られ るこ とが多かっ

た。 しか し近年では、その芳香族バイオマス としての重要性が再認識 され、有効活用が社会

的に強 く求め られ るに至 り、研 究代表者 らも代謝工学に よる有用 リグニ ンの増加 を図 る研究

を進 めてい る。一方 リグニンの機能 として従来 ほ とん ど看過 ごされ てきたのが、 ヒ トを始 め

とす る動物に対す る生理機能であ る。そ こで、本研究では、食物繊維 リグニンの食品生理機

能 の解明 と リグニ ンがシ ロア リに及 ぼす生理機能の解 明を 目指 し、本年度は、まず食 品中の

リグニンの評価系構築 と食物繊維高含有食 品の リグニ ン解析 を行 った。
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